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 Figure 1A に用いた拡散反射フェムト秒過渡吸収分光の模式図を示す。通常の透過型過渡吸収分
光との大きな違いは，観測光(Probe)をサンプル表面に集光し，その拡散反射光をレンズによって捕
集，測定する点である。得られた拡散反射光の強度変化から過渡吸収を測定する。その場合の過渡




Figure 1. (A) Schematic illustration of the diffuse reflectance transient absorption spectroscopy, (B) the 
electron transfer dynamics at 800 nm for DSSC with ACN and ionic liguid. 
 
	 実際の動作環境における電子移動ダイナミクスを Figure 1B に示す。今回，例として電解液にア
セトニトリル，およびイオン液体をそれぞれ用いた２種類のデバイスについて，励起波長 532 nm




























	 Figure 2 に，Ru 錯体色素(N719)，ポルフィリン色素(GD2, 




直接比較できる。Ru 錯体である N719 は，<250 fs の高速な電子注入過程と，~50 ps の遅い電子注
入過程を示した。また，この場合の光電流生成効率が~100%であることが知られており，1 ns での
過渡吸収強度が 100%の電子注入効率である。この実験結果と比較することで他の色素についても
Figure 3. TA kinetics probed at 3440 nm for N719, 
GD2 and P251 on TiO2 with the acetonitrile 
electrolytes including LiI 0.7M and I2 0.05M 
(denoted as LiI0.7M), and LiI 0.1 M, DMPImI 0.6 M, 
tBP 0.5 M, and I2 0.05 M (denoted as LiI0.1M).  
定量的に電子注入過程のダイナミクスを議論することができる。GD2 を用いた場合，同じ電解液条









第５章	 色素増感 TiO2における不均一な電子移動ダイナミクスの原因 
 








第６章	 多孔質 TiO2電極上に吸着した色素分子における電子注入と競争する色素間エネルギー 











第７章	 ポルフィリン増感 SnO2電極における電子注入ダイナミクスへの電子カップリングの影響 
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